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ロ
ー
マ
人
へ
の
手
紙
第
九
回
質
問

神
は
、
キ
リ
ス
ト
・
イ
エ
ス
を
、
そ
の
血
に
よ
る
、
ま
た
信
仰
に
よ
る
、

25

な
だ
め
の
供
え
物
と
し
て
、
公
に
お
示
し
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
ご

自
身
の
義
を
現
す
た
め
で
す
。
と
い
う
の
は
、
今
ま
で
に
犯
さ
れ
て
来
た

罪
を
神
の
忍
耐
を
も
っ
て
見
の
が
し
て
来
ら
れ
た
か
ら
で
す
。

そ
れ
は
、
今
の
時
に
ご
自
身
の
義
を
現
す
た
め
で
あ
り
、
こ
う
し
て
神
ご

26

自
身
が
義
で
あ
り
、
ま
た
、
イ
エ
ス
を
信
じ
る
者
を
義
と
お
認
め
に
な
る

た
め
な
の
で
す
。（

ロ
マ
三
章
二
五
ー
二
六
節
／
新
改
訳20

1
7

）

(

問
一)

神
は
、
聖
く
正
し
い
お
方
と
し
て
、
罪
と
罪
人
に
対
し
て
、
罰
を
下
さ

ず
に
は
お
か
れ
な
い
。
「
今
ま
で
犯
さ
れ
て
来
た
罪
を
神
の
忍
耐
を
も

っ
て
見
の
が
し
来
ら
れ
た
」(

節
）。
し
か
し
、
い
つ
ま
で
も
見
の
が

25

し
続
け
る
こ
と
は
、
神
の
義
に
反
す
る
。
必
ず
罰
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
も
の
。
ど
の
よ
う
に
罰
せ
ら
れ
ま
し
た
か
。

(

問
二)

神
は
聖
く
正
し
い
お
方
で
あ
る
と
同
時
に
、
愛
の
お
方
、
恵
み
に
富
む

お
方
で
あ
る
。
人
類
が
そ
の
罪
の
た
め
に
滅
び
行
く
の
を
見
過
ご
し
に

な
さ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
こ
で
、
神
は
何
を
な
さ
れ
ま
し
た
か
。

（
グ
ル
ー
プ
聖
書
研
究
・
聖
書
を
読
む
会
手
引
よ
り
）
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十
字
架
の
秘
儀

（
ロ
マ
三
章
二
五
ー
二
六
節
）
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尾
山
令
仁
・
ロ
ー
マ
教
会
へ
の
手
紙
（
ロ
イ
ド
ジ
ョ
ン
ズ
・
ロ
マ
書
講
解
要
約
）
よ
り
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J-ばいぶるGREEK 原書講読画面
ロマ 3:26

evn th/| avnoch/| tou/ qeou/( pro.j th.n e;ndeixin th/j dikaiosu,nhj
auvtou/ evn tw/| nu/n kairw/|( eivj to. ei=nai auvto.n di,kaion kai.
dikaiou/nta to.n evk pi,stewj VIhsou/)

<文法解析ノート> Rom 3:26
@1# evn evn pd 前）与 中に､間に､で､よって､に､

@2# ò th/| ddfs 冠）与女単 冠詞（この､その）

@3# avnoch, avnoch/| n-df-s 名）与女単 忍耐

@4# ò tou/ dgms 冠）属男単 冠詞（この､その）

@5# qeo,j qeou/( n-gm-s 名）属男単 神

@6# pro,j pro.j pa 前） のところへ､の近くに､のために､に対して､について

@7# ò th.n dafs 冠）対女単 冠詞（この､その）

@8# e;ndeixij e;ndeixin n-af-s 名）対女単 公に示すこと､証明

@9# ò th/j dgfs 冠）属女単 冠詞（この､その）

@10# dikaiosu,nh dikaiosu,nhj n-gf-s 名）属女単 正しさ､義

@11# auvto,j auvtou/
npgm3s 代）属男3 彼･それ(三人称の代名詞)､自身(強調用法)､同じ､まさに

@12# evn evn pd 前）与 中に､間に､で､よって､に､

@13# ò tw/| ddms 冠）与男単 冠詞（この､その）

@14# nu/n nu/n ab 副） 今

@15# kairo,j kairw/|( n-dm-s 名）与男単 時期､機会

@16# eivj eivj pa 前）対 ～へ､まで､のために､に対して

@17# ò to. dans 冠）対中単 冠詞（この､その）

@18# eivmi, ei=nai vnpaa 不定）現能対 ある､～である､～です

@19# auvto,j auvto.n
npam3s 代）対男3 彼･それ(三人称の代名詞)､自身(強調用法)､同じ､まさに

@20# di,kaioj di,kaion a--am-s 形）対男単 正しい､公平な

@21# kai, kai. cc 接）等 そして､～さえ､しかし､しかも､それでは､そうすれば

@22# dikaio,w dikaiou/nta（ディカイウーンタ）
vppaam-s 分）現能対男単 正しいことを証明する、義とする

@23# ò to.n dams+ 冠）対男単 冠詞（この､その）

@24# evk evk pg 前）属 から､によって､で

@25# pi,stij pi,stewj n-gf-s 名）属女単 信仰

@26# VIhsou/j VIhsou/) n-gm-s 名）属男単 イエス

J-ばいぶるGREEK 原書講読画面

ロマ 3:26

<聖書翻訳比較ノート>

【新改訳2017】 すなわち、ご自分が義であり、イエスを信じる者を義と認める方である

ことを示すため、今この時に、ご自分の義を明らかにされたのです。

【新改訳改訂３】 それは、今の時にご自身の義を現すためであり、こうして神ご自身が

義であり、また、イエスを信じる者を義とお認めになるためなのです。

【口語訳】 それは、今の時に、神の義を示すためであった。こうして、神みずからが義と

なり、さらに、イエスを信じる者を義とされるのである。

【新共同訳】 このように神は忍耐してこられたが、今この時に義を示されたのは、御自

分が正しい方であることを明らかにし、イエスを信じる者を義となさるためです。

【LIB改訂】 そして今日も、神はこの同じ方法で罪人を受け入れてくださいます。イエ

スが彼らを、義と認めてくださるためです。しかし、このように、罪を犯した者を赦し、無

罪を宣告するのは、神の公正なやり方に反するのでしょうか。いいえ、そんなことはあ

りません。なぜなら、彼らが自分の罪を帳消しにしてくださったイエス様を信じたという

事実に基づいて、神はそうなさるからです。

【NKJV】 to demonstrate at the present time His righteousness, that He

might be just and the justifier of the one who has faith in Jesus.

【KJV】 To declare, I say, at this time his righteousness: that he might be

just, and the justifier of him which believeth in Jesus.

【NIV】 he did it to demonstrate his justice at the present time, so as to

be just and the one who justifies those who have faith in Jesus.


